
ごみ再資源化率 90％の

を目指して
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炭
化
処
理
施
設
の
心
臓
部
と
も
い
う
べ
き

炭
化
炉
2
基
が
12
月
20
日
を
搬
入
し
、
据
付

け
作
業
が
完
了
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
性
能

試
験
を
行
い
、
基
準
に
基
づ
く
成
果
を
得
た

う
え
で
す
べ
て
の
工
事
が
完
了
し
ま
す
。

　

炭
に
で
き
る
ご
み
と
で
き
な
い
ご
み
の
袋

は
、
3
月
下
旬
に
下
記
の
取
扱
店
で
販
売
し
ま

す
。
こ
れ
ま
で
説
明
し
て
き
ま
し
た
と
お
り
、

し
っ
か
り
分
別
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り
、

ご
み
袋
代
も
安
く
な
る
上
に
再
資
源
化
率
は

90
％
を
目
指
し
て
、
環
境
に
や
さ
し
い
町
「
く

り
や
ま
」
と
し
て
誇
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

ご
み
を
出
す
曜
日
や
時
間
に
変
更
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
収
集
車
の
都
合
で
収
集
時
間
が

「
生
ご
み
」
と
「
炭
に
で
き
る
ご
み
」
を
収
集

し
た
後
「
炭
に
で
き
な
い
ご
み
」
の
収
集
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
集
積
所
や
ボ
ッ
ク
ス
の

中
に
「
炭
に
で
き
な
い
ご
み
」
が
残
り
ま
す
が
、

追
っ
て
収
集
す
る
予
定
で
す
の
で
、
ご
理
解

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
分
別
の
手
引
本
誌
3
月
号
に
折
り

込
み
ま
す
の
で
、
分
別
の
参
考
に
し
て
く
だ

さ
い
。

　

既
に
地
域
で
の
ご
み
分
別
の
説
明
会
は
実

施
し
ま
し
た
が
、
再
度
説
明
を
希
望
さ
れ
る

地
域
に
、
出
向
い
て
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き
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シリーズ  ごみ問題を考える最終回

炭
化
炉
の
設
置
が
完
了
し
ま
し
た

ま
す
の
で
、
環
境
推
進
員
ま
た
は
町
内
会

長
、
自
治
会
長
を
通
じ
て
環
境
生
活
課
に

お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

火
災
ゼ
ロ
を
願
っ
て
！

出
初
は
し
ご
の
り

セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
栗
山
継
立
店

ス
パ
ー
継
立
店

ス
ー
パ
ー
寿
本
店

藤
田
商
店

早
苗
金
物
店

あ
け
ぼ
の
ス
ト
ア
ー

ロ
ー
ソ
ン
栗
山
中
里
店

マ
ッ
ク
ス
バ
リ
ュ
栗
山
店

ツ
ル
ハ
ド
ラ
ッ
グ
栗
山
店

ス
ー
パ
ー
寿
栗
山
店

セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
空
知
栗
山
店

ホ
ー
マ
ッ
ク
栗
山
店

日
野
商
店

日
東
総
業

田
島
商
店

セ
イ
コ
ー
マ
ー
ト
栗
山
店

河
合
商
店

や
な
ぎ
屋

ヨ
シ
ダ
電
器

フ
ル
ー
ツ
仲
井

吉
井
龍
雲
堂
薬
局

高
杉
商
店

く
す
り
の
え
び
な

お
茶
の
愛
善

フ
ー
ド
う
か
わ

ラ
ッ
キ
ー
栗
山
店

セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
栗
山
松
風
店

役
場
売
店

ス
ト
ア
ー
や
ま
か
ね

く
り
や
ま
金
物
店

店
　
　
　
名

継
立

継
立

継
立

角
田

角
田

角
田

中
里

朝
日
4

朝
日
4

朝
日
4

桜
丘
2

桜
丘
1

錦
3

錦
3

中
央
4

中
央
4

中
央
3

中
央
3

中
央
3

中
央
2

中
央
2

中
央
2

中
央
2

中
央
1

松
風
4

松
風
3

松
風
3

松
風
3

松
風
3

松
風
2

住
所

指
定
ご
み
袋
取
扱
店

設置された 2 基の炭化炉

収集された『炭にできるごみ』は、
破砕機へ運びます。破砕機でごみを
ある程度小さく破砕します。

破砕されたごみを炭化炉へ運びま
す。炉内を真空にし約 23 時間かけ
て処理します。

高温で炭化処理するため有害なダイ
オキシンが発生しません。燃焼完了
後、自然冷却しできあがりです。

性能試験がスタート！

消
防
庁
長
官
表
彰

■
感
謝
状　
　
　
　

　

元
栗
山
消
防
団
団
長　

山
﨑　

直
樹

　

元
栗
山
消
防
団
班
長　

藤
田　

栄
治

北
海
道
知
事
表
彰　

■
永
年
勤
労
章
（
勤
続
30
年
）　

　

栗
山
消
防
団
副
団
長　

永
田　

英
隆

　

第
一
分
団
分
団
長　
　

小
針　
　

清

　

第
一
分
団
副
分
団
長　

田
鎖　

充
雄

　

第
三
分
団
班
長　
　
　

中
谷　
　

保

■
勤
労
章
（
勤
続
20
年
）

　

第
二
分
団
班
長　
　
　

古
田　

敏
幸

■
表
彰
状
（
勤
続
10
年
）

　

第
一
分
団
団
員　
　
　

土
井　
　

猛

　

第
二
分
団
団
員　
　
　

田
中　

浩
二

　

第
二
分
団
団
員　
　
　

名
内　

稔
弘

　

第
二
分
団
団
員　
　
　

水
上　

一
浩

　

第
三
分
団
団
員　
　
　

鎌
田　

直
樹

北
海
道
消
防
協
会
長
表
彰　

■
特
別
功
績
章　
　

　

消
防
署
消
防
司
令　
　

中
山　

哲
夫

　

消
防
署
消
防
司
令　
　

芦
田　

俊
之

■
功
績
章　
　

　

第
二
分
団
副
分
団
長　

南
坂　

明
憲

　

消
防
署
消
防
司
令　
　

富
澤　

龍
男

■
勤
続
章
（
勤
続
30
年
）　　

　

第
一
分
団
分
団
長　
　

小
針　
　

清

　

第
三
分
団
分
団
長　
　

鈴
木　

英
雄

　

第
一
分
団
部
長　
　
　

椛
澤　

正
則

■
勤
続
章
（
勤
続
20
年
）　　

第
一
分
団
班
長　
　
　

黒
河　

一
也

第
一
分
団
班
長　
　
　

塩
見　
　

望

第
二
分
団
班
長　
　
　

川
畑　

憲
吾

■
勤
続
章
（
勤
続
10
年
）　　

第
二
分
団
団
員　
　
　

田
中　

浩
二

第
二
分
団
団
員　
　
　

名
内　

稔
弘

第
二
分
団
団
員　
　
　

山
田　

晃
博

　

新
春
恒
例
の
栗
山
消
防
団
（
関 

吉
一
郎
団

長
）
出
初
は
し
ご
の
り
が
1
月
6
日
、
市
街

地
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
1
年
の
町
内
の

無
火
災
を
祈
願
し
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、

10
人
の
登
梯
（
と
て
い
）
員
が
、
高
さ
7
メ
ー

ト
ル
の
は
し
ご
の
上
で
次
々
と
妙
技
を
披
露
。

吹
雪
の
中
、
見
物
に
訪
れ
た
町
民
か
ら
大
き

な
拍
手
が
沸
い
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
出
初

式
で
は
南
空
知
消
防
組
合
管
理
者
の
椿
原
紀

昭
町
長
や
町
民
が
見
守
る
中
、
団
員
と
消
防

車
両
が
列
を
組
み
、
駅
前
通
り
を
力
強
く
行

進
し
ま
し
た
。

出
初
式
で
表
彰
さ
れ
た
皆
さ
ん
（
敬
称
略
）

第
二
分
団
団
員　
　
　

水
上　

一
浩

第
三
分
団
団
員　
　
　

野
澤　

裕
実

北
海
道
消
防
協
会
空
知
地
方
支
部
長
表
彰

■
勤
続
章
（
勤
続
25
年
）

第
三
分
団
団
員　
　
　

八
手　

健
治

■
勤
続
章
（
勤
続
15
年
）

第
二
分
団
班
長　
　
　

青
木　

剛
克

第
三
分
団
団
員　
　
　

井
澤　

雅
彦

第
三
分
団
団
員　
　
　

中
島　

昌
一

■
勤
続
章
（
勤
続
５
年
）

第
三
分
団
団
員　
　
　

不
破　
　

潤

第
三
分
団
団
員　
　
　

清
水　

哲
矢

第
三
分
団
団
員　
　
　

小
川　

貴
臣

第
三
分
団
団
員　
　
　

富
樫　

真
由

第
三
分
団
団
員　
　
　

髙
桑　

政
勝



〔
支
援
を
必
要
と
す
る
子
ど
も
へ
の
取
組
〕

・
全
国
的
に
も
児
童
虐
待
が
増
加
し
て
い
る
。

虐
待
対
応
に
専
門
職
員
や
相
談
支
援
事
業
の

強
化
を
図
っ
て
欲
し
い
。

○
当
事
者
感
覚

・
栗
山
で
も
実
施
し
て
い
る
「
く
り
っ
ぴ
ー
の

家
」
の
よ
う
な
子
ど
も
の
S
O
S
事
業
を

行
っ
て
い
る
他
町
で
は
、
子
ど
も
達
が
利
用

し
て
い
る
ケ
ー
ス
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
子
ど

も
に
聞
い
て
み
る
と
「
知
ら
な
い
人
の
家
だ

か
ら
入
れ
な
い
」
と

い
う
事
だ
っ
た
。
こ

れ
を
解
消
す
る
に
は

普
段
か
ら
地
域
の
人

の
顔
が
見
え
る
取
組

み
が
必
要
で
子
ど
も

と
大
人
の
関
係
づ
く

り
が
必
要
で
あ
る
。

○
来
な
い
人
は
困
っ
て
い
る
人

・
子
育
て
講
演
会
な
ど
を
し
て
も
参
加
者
は

偏
っ
て
し
ま
い
が
ち
。
困
っ
て
い
る
人
が
自

分
か
ら
積
極
的
に
支
援
を
求
め
ら
れ
る
よ
う

な
取
組
み
が
あ
る
と
良
い
。

○
日
本
の
大
人
は
子
ど
も
の
声
を
聞
い
て
い
な
い

・
子
ど
も
の
権
利
に
関
す
る
国
連
委
員
会
の
報

告
に
よ
る
と
、
日
本
は
子
ど
も
と
大
人
の
関

係
が
希
薄
で
あ
る
と
い
う
結
果
が
出
て
お
り
、

寂
し
い
と
感
じ
て
い
る
子
ど
も
が
多
い
こ
と

が
わ
か
っ
た
。
親
は
子
ど
も
の
話
に
耳
を
傾

け
る
こ
と
を
や
っ
て
い
っ
て
欲
し
い
と
思
う
。

　

昨
年
11
月
、
栗
山
の
子
ど
も
の
未
来
を
考
え

る
「
子
ど
も
未
来
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
昨
年
度
策
定

さ
れ
た「
栗
山
町
次
世
代
育
成
支
援
行
動
計
画
」

に
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

参
加
者
は
昨
年
の
策
定
委
員
の
中
か
ら
依
頼

し
た
８
名
の
委
員
で
、
北
星
学
園
大
学
社
会

福
祉
部
准
教
授
の
河
野
和
枝
先
生
に
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
を
務
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
当
日
は
、

栗
山
の
子
ど
も
の
将
来
の
た
め
熱
い
話
し
合
い

が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

〔
地
域
に
お
け
る
子
育
て
支
援
〕

・
町
は
い
ろ
い
ろ
な
子
育
て
支
援
制
度
が
あ
り

評
価
で
き
る
が
、
ど
の
事
業
も
長
く
続
け
ら

れ
る
も
の
に
し
て
欲
し
い
。

・
育
児
サ
ー
ク
ル
な
ど
は
現
在
順
調
に
い
っ
て

い
る
よ
う
だ
が
、
自
然
消
滅
し
な
い
よ
う
な

取
組
み
と
な
る
と
良
い
。

・
制
度
の
充
実
は
望
ま
し
い
が
、
利
用
者
側
の

モ
ラ
ル
も
求
め
ら
れ
る
。

子
ど
も
が
キ
ラ
キ
ラ
育
つ
ま
ち

ま
ち
と
い
う
名
の
家
族

－問い合わせ－
町住民福祉課福祉・子育てＧ
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お
は
な
し
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
栗
の
子
」
よ
り

　

去
年
の
４
月
か
ら
、
月
1
回
、
図
書
館

で
「
お
は
な
し
お
も
ち
ゃ
ば
こ
」
を
始
め
ま

し
た
。
内
容
は
、
絵
本
の
よ
み
き
か
せ
、
簡

単
な
工
作
あ
そ
び
な
ど
の
他
、
パ
ネ
ル
シ
ア

タ
ー
や
ペ
ー
パ
ー
マ
ジ
ッ
ク
な
ど
な
ど
・・・
。

小
さ
い
お
子
さ
ん
を
連
れ
た
お
母
さ
ん
は
、

も
う
常
連
さ
ん
に
な
り
つ
つ
あ
り
、
小
学
生

が
来
て
く
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
お
話
が
始
ま
る
と
、
ど

の
子
も
集
中
し
て
絵
本
の
世
界
を
楽
し
ん
で

く
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
牛
乳
パ
ッ
ク
や
空
き
缶
な
ど
で
、

お
母
さ
ん
の
手
を
借
り
な
が
ら
、
動
く
お
も

ち
ゃ
を
作
る
子
ど
も
た
ち
は
、
真
剣
そ
の
も

の
で
す
。「
へ
び
の
び
っ
く
り
ば
こ
」を
作
っ

た
時
は
、
み
ん
な
大
は
し
ゃ
ぎ
で
し
た
。

　

親
子
で
絵
本
を
楽
し
み
、
親
子
で
一
緒
に

お
も
ち
ゃ
を
作
る
こ
と
で
愛
情
が
深
ま
る
。

そ
う
し
た
子
育
て
の
大
切
さ
を
伝
え
て
い
け

た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

も
っ
と
も
っ
と
た
く
さ
ん
の
親
子
が
来
て

く
れ
る
こ
と
を
心
待

ち
に
し
て
い
る
私
た

ち
で
す
。

　

ま
ず
は
、
図
書
館

に
足
を
運
ん
で
み
て

く
だ
さ
い
。

だ
る
ま
さ
ん
が
こ
ろ
ん
だ
Ｖ
ｏ
ｌ

⑨
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子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　「
ス
キ
ッ
プ
」
☎
�
１
２
８
０

　【
ひ
よ
こ
グ
ル
ー
プ
】

日
　
時
　

2
月
8
日
㈫

午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

内
　
容
　
親
子
製
作

対
　
象
　
０
歳
～
1
歳
5
カ
月
児

　【
こ
あ
ら
グ
ル
ー
プ
】

日
　
時
　

2
月
22
日
㈫

午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

内
　
容
　
中
庭
雪
遊
び

対
　
象
　

1
歳
６
カ
月
児
～
就
学
前　

　【
パ
ク
モ
グ
相
談
】

日
　
時
　
2
月
18
日
㈮

午
前
11
時
～
正
午
　

内
　
容
　
10
時
15
分
～
調
理
実
習

　
　
　
　
（
限
定
３
組
、
要
予
約
）

　
　
　
　

11
時
～
試
食
、
栄
養
相
談

対
　
象
　
未
就
学
の
子
供
と
そ
の
保
護
者

　【
土
曜
開
放
】

日
　
時
　

2
月
26
日
㈯

午
前
10
時
～
正
午

対
　
象
　
就
学
前
の
幼
児
と
そ
の
家
族

　【
育
児
サ
ー
ク
ル
ま
め
っ
こ
】

日
　
時
　

2
月
3
日
㈭
・
17
日
㈭

午
前
10
時
30
分
～

内
　
容
　

3
日
㈭　

豆
ま
き
会

　
　
　
　
17
日
㈭　

親
子
運
動
遊
び

あ
そ
び
の
広
場

…
問
い
合
わ
せ
は
各
施
設
へ
…

　【
子
育
て
講
座
】

日
　
時
　

2
月
24
日
㈭

午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

場
　
所
　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
1
階
研
修
室

内
　
容
　「
幼
稚
園
・
保
育
園
Ｑ
＆
Ａ
」

　
　

～
は
じ
め
て
の
集
団
生
活
を
前
に
～

講
　
師
　
角
田
保
育
所
長

対
　
象
　
今
年
入
園
予
定
の
子
を
も
つ
親

定
　
員
　
15
人
（
託
児
あ
り
）

申
込
み
　

2
月
21
日
㈪
ま
で

栗
山
い
ち
い
保
育
園 

☎
�
１
５
７
２

【
ぴ
よ
ぴ
よ
・
の
び
の
び
サ
ー
ク
ル
】

日
　
時　

2
月
19
日
㈯

午
前
10
時
～
11
時

内
　
容　

お
買
い
物
ご
っ
こ
参
加

※
買
っ
た
物
を
入
れ
る
袋
や
カ
バ
ン
を
持

参
く
だ
さ
い
。　

２
月
の

●材料（5 人分）
　にんじん小１本、オレンジジュース 500cc、
　みかん缶小 1 缶、粉寒天 1/2 袋（2g）

●作り方
① にんじんはすりおろして電子レンジで 2 分加

熱する。
② 鍋に分量のジュースと粉寒天を入れてよく混

ぜ、①のにんじんを加え中火にかけて、沸騰
したら弱火にして、混ぜながら 3 分ほど煮る。

③ 好みの器にみかん缶の実を入れ、①の寒天液
を注ぎ、冷蔵庫で冷やし固める。

　　（1 人前 59kcal）

　　　　　町地域医療・保健対策室　
　　　　　　　　　　　　    栄養士　高橋　恵里子

子どもと一緒においしく…栗産栗消

いただきます！くりやま

にんじんとオレンジのやわらか寒天

【
園
庭
開
放
】

日
　
時　

2
月
9
日
㈬
・
16
日
㈬
・
23
日
㈬

　
　
　
　

午
前
10
時
～
11
時

内
　
容　

保
育
園
の
お
友
達
と
一
緒
に
遊

び
ま
し
ょ
う
。

対
　
象
　
1
歳
～
未
就
学
児

角
田
保
育
所
☎
�
１
７
０
６

【
い
ち
ご
ク
ラ
ブ
】

日
　
時
　

2
月
18
日
㈮

　
　
　
　

 

午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

内
　
容
　
お
買
い
物
ご
っ
こ
参
加

持
ち
物
　
ス
リ
ッ
パ
、
買
い
物
袋

対
　
象
　

1
歳
～
未
就
園
の
親
子

申
込
み
　

2
月
15
日
㈫
ま
で

〔
親
と
子
ど
も
の
健
康
の
確
保
及
び
増
進
〕

・
予
防
接
種
な
ど
の
公
費
助
成
は
成
果
が
高
い

が
、
一
方
で
医
療
費
が
無
料
の
た
め
積
極
的

な
予
防
・
早
期
対
応
の
意
識
が
薄
れ
て
い
る

よ
う
に
思
う
。

・
正
確
な
情
報
の
周
知
を
必
要
な
時
期
に
入
れ
て

欲
し
い
。
ま
た
、
医
療
費
無
料
化
に
よ
り
町
の

支
出
が
膨
大
で
あ
る
こ
と
な
ど
も
周
知
し
、
適

正
な
受
診
を
促
す
こ
と
も
必
要
で
あ
る
。

〔
子
ど
も
の
教
育
環
境
の
整
備
〕

・
ハ
サ
ン
ベ
ツ
な
ど
の
自
然
体
験
型
の
事
業
は

大
変
期
待
が
大
き
い
。
小
さ
い
頃
の
体
験
は

大
人
に
な
っ
て
生
か
さ
れ
る
と
思
う
。

・
地
域
公
開
授
業
な
ど
の
取
組
み
も
良
い
。
校

長
が
２
、３
年
で
異
動
し
て
し
ま
う
の
で
、

評
議
員
制
度
を
活
用
し
学
校
と
地
域
が
密
に

関
わ
っ
て
い
け
る
と
良
い
。

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
な
ど
も
し
て
い
く
と

良
い
の
で
は
な
い
か
。

〔
子
育
て
に
や
さ
し
い
環
境
の
整
備
〕

・
個
人
情
報
の
関
係
で
難
し
い
と
思
う
が
、
地

域
で
子
ど
も
を
見
守
る
信
頼
関
係
を
築
く
こ

と
が
必
要
だ
と
思
う
。

・
子
ど
も
達
の
意
見
を
聞
く
場
を
設
け
る
。

こ
ど
も
未
来
フ
ォ
ー
ラ
ム
を

実
施
し
ま
し
た

継
立
保
育
所
☎
�
２
０
３
２

【
わ
く
わ
く
広
場
】

日
　
時
　

2
月
3
日
㈭

午
前
10
時
～
11
時

内
　
容
　
豆
ま
き
に
参
加

対
　
象
　

1
歳
～
未
就
園
の
親
子

栗
山
め
ぐ
み
幼
稚
園
☎
�
１
４
５
９

【
な
か
よ
し
広
場
】　　

日
　
時
　

2
月
26
日
㈯

午
前
９
時
～
11
時

内
　
容
　
お
別
れ
会

対
　
象
　
未
就
園
児
・
小
学
生

※
希
望
者
に
は
バ
ス
送
迎
し
ま
す
。

　

詳
細
は
幼
稚
園
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

　
　

だ
さ
い
。

河
野
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
よ
り
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健
診
結
果
に
基
づ
き
、
町
保
健
師
が
保
健
指

導
を
行
う
も
の
で
す
。

　

本
年
度
ま
だ
受
診
し
て
い
な
い
方
は
、
必

ず
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

◆
問
い
合
わ
せ

　

町
地
域
医
療
・
保
健
対
策
室

　

☎
�
2
2
5
6　

　

北
海
道
で
は
、
１
日
約
４
人
の
方
が
自

殺
で
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。
栗
山
町
の
自

殺
率
は
高
い
水
準
に
あ
り
、
自
殺
は
誰
も

が
出
会
う
可
能
性
が
あ
る
問
題
で
す
。
自

ら
命
を
絶
っ
た
人
は
何
ら
か
の
心
の
病
気

を
抱
え
て
お
り
、
そ
の
う
ち
最
も
多
い
の

が
う
つ
病
で
す
。

　

う
つ
病
の
理
解
と
、
身
近
な
人
を
う
つ

病
か
ら
守
る
た
め
の
対
応
に
つ
い
て
講
演

を
行
い
ま
す
。

◆
日

時　

2
月
24
日
㈭　

午
後
２
時
～

◆
場

所　

カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ「
Ｅ
ｋ
ｉ
」

◆
演

題

自
分
た
ち
が
で
き
る
、
う
つ
病
の
早
期
発

見
と
そ
の
対
応
～
み
ん
な
で
自
殺
を
予
防

し
よ
う
～

◆
講

師

　

北
海
道
大
学
大
学
院
医
学
研
究
科 

神
経

病
態
学
講
座
神
経
医
学
分
野

　

准
教
授　

久
住 

一
郎
氏

※
久
住
氏
は
、
躁
う
つ
病
・
冬
季
う
つ
病

の
日
本
有
数
の
専
門
家
で
あ
り
、
日
本
で

初
め
て
冬
季
う
つ
病
の
高
照
度
光
療
法
を

行
っ
た
先
生
で
す
。

日　時　３月 ９日㈬ 18：00 ～ 20：45
場　所　カルチャープラザ Eki　２階研修室
　
基調講演『地域医療を守り育てるために』

・講師　慶應義塾大学総合政策学部　准教授  秋山美紀氏
【問い合わせ】

地域医療・保健対策室　☎ �1111（内線 297）

くりやま地域医療シンポジウム
～みんなで考えよう地域医療のあり方～

病
気
に
な
る
前
に
健
康
診
査

～
自
己
管
理
で
健
康
な
生
活
～

【問い合わせ】　　　　　　
町地域医療・保健対策室
☎ �1111（内線 368）
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髄膜炎の起炎菌（15 歳以上）

1987 ～ 2000 年、米国の５歳未満の乳幼児における侵襲性 Hib 疾患の羅患率

地区名 対象者数 受診者数 受診率 21 年度
受診率

松風 2 106 人 13 人 12.3％ 15.2％

松風 3 127 18 14.2 16.3 

松風 4 144 23 16.0 20.5 

中央 1 76 8 10.5 13.2 

中央 2 104 17 16.3 21.9 

中央 3 94 3 3.2 10.6 

中央 4 204 18 8.8 18.0 

錦 1 17 2 11.8 6.3 

錦 2 30 4 13.3 25.0 

錦 3 34 8 23.5 23.9 

錦 4 9 0 0.0 0.0 

桜丘 1 72 7 9.7 18.8 

桜丘 2 58 8 13.8 13.6 

桜丘 3 8 0 0.0 0.0 

朝日 2 8 0 0.0 0.0 

朝日 3 151 22 14.6 20.6 

朝日 4 127 12 9.4 14.8 

富士 131 21 16.0 24.1 

中里 180 11 6.1 12.4 

湯地 136 17 12.5 21.0 

森 8 0 0.0 22.2 

鳩山 42 6 14.3 24.4 

雨煙別 32 3 9.4 24.1 

緑丘 27 6 22.2 17.9 

北学田 58 15 25.9 37.5 

桜山 47 14 29.8 30.8 

杵臼 90 29 32.2 32.6 

旭台 55 21 38.2 51.8 

共和 39 14 35.9 57.1 

三日月 32 9 28.1 33.3 

角田 174 20 11.5 14.5 

阿野呂 40 16 40.0 55.3 

大井分 44 22 50.0 50.0 

南学田 87 30 34.5 42.0 

継立 177 28 15.8 16.3 

日出 48 6 12.5 22.0 

御園 75 26 34.7 41.6 

南角田 33 15 45.5 40.6 

円山 45 9 20.0 18.6 

東山 13 4 30.8 16.7 

滝下 12 5 41.7 50.0 

合計 2,996 人 510 人 17.1％ 22.5％

 地区別特定健診受診状況（12 月末現在）

こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り
講
演
会

元気が
一番！！

　

町
で
は
、
栗
山
町
国
保
加
入
者
の
40
歳
～

74
歳
（
通
院
者
含
む
）
を
対
象
に
生
活
習
慣

病
の
発
症
や
重
症
化
を
予
防
す
る
た
め
、
特

定
健
診
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
健
診
は
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
（
内
臓
脂
肪
症
候
群
）
に
着
目
し
、

費
負
担
を
責
任
も
っ
て
進
め
て
欲
し
い
も
の

で
す
。
新
し
い
ワ
ク
チ
ン
の
概
略
を
説
明
し

ま
す
。

①
H
i
b
ワ
ク
チ
ン
、
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ

ン
（
P
C
V
）

　

乳
幼
児
に
と
っ
て
恐
ろ
し
い
病
気
の
ひ
と

つ
で
あ
る
細
菌
性
髄
膜
炎
を
予
防
す
る
の
に

確
実
な
ワ
ク
チ
ン
で
す
。
H
i
b
、
肺
炎
球

菌
は
細
菌
性
髄
膜
炎
の
起
炎
菌
の
約
70
〜

80
%
を
占
め
ま
す
（
図
1
）。

　

一
旦
こ
の
病
気
に
罹
る
と
1
/
3
は
亡

く
な
り
、
1
/
3
は
後
遺
症
を
残
す
と
い

う
重
篤
な
病
気
で
す
。
こ
の
ワ
ク
チ
ン
導
入

を
開
始
し
て
い
る
国
で
は
髄
膜
炎
の
発
症
が

著
し
く
減
少
し
効
果
を
上
げ
て
い
ま
す
（
図

2
）。
接
種
年
齢
は
H
i
b
ワ
ク
チ
ン
は
4

歳
ま
で
で
す
が
、
肺
炎
球
菌
は
髄
膜
炎
以
外

に
も
中
耳
炎
や
副
鼻
腔
炎
、
重
症
肺
炎
の
起

炎
菌
で
も
あ
る
た
め
ワ
ク
チ
ン
は
9
歳
ま
で

と
な
っ
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
も
2
カ
月
児
か

ら
接
種
が
可
能
で
す
が
接
種
回
数
は
開
始
す

る
月
齢
に
よ
っ
て
変
わ
り
ま
す
。

　

栗
山
町
で
は
2
0
1
0
年
7
月
か
ら
任

意
接
種
の
5
つ
の
ワ
ク
チ
ン
（
お
た
ふ
く
か

ぜ
、水
痘
、H
i
b
、肺
炎
球
菌
、子
宮
頸
癌
）

に
対
し
て
全
額
公
費
負
担
を
開
始
し
て
い
ま

す
。
年
令
制
限
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
当

時
全
道
・
全
国
で
も
数
少
な
い
画
期
的
な
取

り
組
み
で
し
た
。
今
で
は
公
費
負
担
に
よ
る

助
成
を
行
っ
て
い
る
自
治
体
は
多
く
な
り
、

国
も
2
0
1
0
年
12
月
、
H
i
b
、
肺
炎

球
菌
、
子
宮
頸
癌
の
3
つ
の
ワ
ク
チ
ン
に
対

し
て
公
費
助
成
の
方
針
を
出
し
ま
し
た
。
た

だ
国
の
方
策
は
2
年
間
だ
け
の
も
の
で
、
こ

れ
で
ワ
ク
チ
ン
行
政
が
大
き
く
進
展
し
た
と

は
喜
べ
な
い
よ
う
な
思
い
が
し
ま
す
。
や
は

り
、
子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
守
る
、
ひ
い
て

は
国
民
の
健
康
を
守
る
と
い
う
視
点
か
ら
は

一
貫
し
た
ワ
ク
チ
ン
行
政
が
望
ま
れ
ま
す

し
、
予
防
接
種
は
ど
こ
で
も
、
だ
れ
で
も
同

じ
よ
う
に
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
国
が
全
額
公

健康のコラム

health columu

大
き
く
変
わ
る
予
防
接
種
⑵

にしみこどもクリニック院長

②
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン

　

子
宮
頸
が
ん
の
発
症
原
因
が
ヒ
ト
パ
ピ

ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス
（
H
P
V
）
で
あ
る
こ
と

が
判
っ
て
い
ま
す
。
H
P
V
は
性
行
為
に

よ
っ
て
感
染
伝
播
し
、
大
部
分
は
感
染
後
体

内
で
自
然
に
消
滅
し
ま
す
が
そ
の
中
の
一
部

の
ウ
イ
ル
ス
が
生
き
残
り
、
変
性
し
長
い
年

月
の
末
に
が
ん
を
発
症
す
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
最
近
は
若
い
女
性
の
頸
が
ん
発
症
が
増

え
て
き
て
い
ま
す
。
若
い
年
令
で
は
進
行
も

早
く
、
感
染
後
3
年
で
頸
が
ん
発
症
の
例
も

あ
り
ま
す
。
発
症
す
る
と
生
命
を
奪
わ
れ
た

り
、
子
宮
摘
出
術
を
受
け
ね
ば
な
ら
な
く
な

る
こ
と
も
あ
る
病
気
で
す
。
こ
の
ワ
ク
チ
ン

は
初
交
前
に
接
種
す
る
こ
と
が
望
ま
し
く
、

今
の
日
本
で
は
中
学
3
年
女
子
の
10
%
、
高

校
3
年
女
子
の
50
%
に
性
交
経
験
あ
り
と

の
報
告
も
あ
る
た
め
接
種
年
令
は
小
学
6
年

か
ら
中
学
3
年
生
が
適
切
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
接
種
に
よ
り
20
年
間
は
H
P
V
感

染
が
防
げ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　　

ワ
ク
チ
ン
は
個
人
を
病
気
か
ら
守
る
も
の

（
個
人
防
衛
）
で
す
が
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
を

済
ま
せ
た
人
が
数
多
く
な
れ
ば
集
団
の
中
で

病
気
の
流
行
が
少
な
く
な
り
、
病
気
の
根
絶

が
期
待
さ
れ
ま
す
（
社
会
防
衛
）。
流
行
阻

止
の
た
め
に
は
集
団
の
接
種
率
が
90
％
以
上

必
要
で
す
。
ま
た
麻
疹
や
風
疹
、
お
た
ふ
く

か
ぜ
、
水
痘
な
ど
に
罹
る
と
保
育
園
や
幼
稚

園
、
学
校
に
登
校
出
来
ず
、
保
護
者
の
方
も

仕
事
に
行
け
な
い
な
ど
支
障
を
来
す
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
入
園
、
入
学
前
に
ワ
ク
チ
ン
接

※
栗
山
町
地
域
医
療
協
議
会
の
ご
協
力
に
よ
り
、
町
内
で
開
業
し
て
い
る
医
師
・
歯
科
医
師
・
薬
剤
師
さ
ん
に
よ
る
「
リ
レ
ー
方
式
」
で
連
載
し
て
い
ま
す
。

西
にし

見
み

　寿
とし

博
ひろ

　

その他

肺炎球菌 インフルエンザ菌

種
を
済
ま
せ
て
お
く
こ
と
は
必
要
な
こ
と
で

す
。
米
国
で
は
移
住
や
留
学
の
際
に
は
ワ
ク

チ
ン
接
種
歴
を
提
示
す
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
、
接
種
を
入
国
の
条
件
に
し
て
い
ま
す
。

　　

病
気
に
罹
っ
て
治
療
す
る
よ
り
、
病
気
に

罹
ら
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
、
こ
れ
が
大
事

で
す
。
ワ
ク
チ
ン
接
種
可
能
な
年
令
に
な
っ

た
ら
必
ず
ワ
ク
チ
ン
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

（図 2）

（図 1）
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こんにちは！

消費生活
相談室  

です

ご相談は消費生活相談室へ
■日時╱毎週月・木曜日

13：00 ～ 16：00
■場所╱勤労者福祉センター
■栗山消費者協会╱☎�3581

消費者ホットライン　☎ 0570-064-370
※音声ガイダンスに従って郵便番号などを入力すると、お近くの相談室につながります。

【問い合わせ】町くりやまブランド推進室　☎ �1111（内線 313）

2011 栗山公園だより２月号　vol.34

　悪質商法のトラブルに注意

①点検商法…依頼していないのに業者が来て、勝手に床下や配管な
どを見て「亀裂やシロアリの巣があった。このままでは大変なこ
とになる！」などと不安をあおる説明をして修繕の契約をさせる。

②ＳＦ商法…勧誘して会場に消費者を集め、安い品物をどんどんプ
レゼントし、気分が高揚した消費者に高価な品物を売りつける。

③振り込め詐欺…息子や娘、孫などを名乗って消費者へ「お金に困っ
ているので今すぐ銀行で入金してほしい」と虚偽の電話をし、お
金をだまし取る。（入金する前に必ず本人確認を！）

※「騙された私が悪い」などと言っていないですぐに消費相談室に
問い合わせてください。
※ご近所の見守りが、トラブルを防ぎます。

「押し花合同作品展」
（すずらんの会・はまなす会）

日時／ 2月1日㈫～ 10日㈭
～少し早い春の訪れ！栗夢プラザで
満喫してください！！～

牛田克彦氏版画展
日時／ 2月17日㈭～３月 3日㈭
～版画にみるふるさとの昔の暮らし～

まちの駅講座
「第2回初心者写真教室」

日時／ 2月18日㈮　18：00 ～
持ち物／カメラ、

（愛犬や被写体になるもの持参可能）
参加料／無料　

春待ちゆっくり市
日時／ 2月25日㈮ 　18：00 ～20：00
楽しいイベント企画中！！

大好評！手打ちそば
毎週金曜日は、おそばの日！
2 月は、4日･11日･18日・25日です。

街かど介護相談
日時／毎週金曜日　11：00 ～14：00

【問い合わせ】 まちの駅「栗夢プラザ」
☎ �5515・℻ �5535
ホームページ
http://www.kurimu-plaza.com/
開館時間　10：00 ～ 17：00

ホール・会議室をご利用ください！
サークルや各種団体、商品の展示

会などのご利用をお待ちしていま
す。お気軽にご相談ください。

栗山公園は
4/29

オープン予定

まだまだ
  あります

【問い合わせ】
栗山公園案内所　☎ �0706
指定管理者　たかはしダリア

●栗山公園・御大師山の面積　　　　23.9㌶（239 千㎡）
23.9㌶といってもピンときませんよね。札幌ドーム約５個分です。広
大な敷地の中に、たくさんの施設と、自然が詰まっています。

●さくらの本数（栗山公園入り口部分）　　141 本
御大師山に植えている部分を含めると、200 本以上になるといわれて
います。雪がとけると、一斉にさくらの蕾（つぼみ）が膨らんでいき
ますよ！楽しみですね。

●駐車可能台数　       　　　143 台分
第１駐車場から第４駐車場まで、合計で 143 台を駐車できるスペース
があります。それでも、春のさくらのシーズンは満車になってしまい
ます。

    最新情報を簡単アクセス
http://t-daria.com/parktop

▲雪がとけるとサクラです。
ワクワクしますね。

ここに注目！
  栗山公園の 数

す う じ

字○○の？ ？

ボランティア活動に長年ご尽力いただいた伊達桃代さん（松風
４）への町善行表彰が 12 月 28 日、役場応接室で行われ、椿
原紀昭町長から表彰盾が贈呈されました。伊達さんは、昭和
54 年から 30 年間、役場庁舎ロビーに毎週 1 回、花を生けて
いただき、来庁者の目を楽しませいただいています。伊達さん
は「これからも生け花教室を開くなど、すこしでも貢献できれ
ば」と話していました。

表 彰　ボランティア活動への善行表彰

　

1
月
9
日
に
千
歳
市
で
行
わ
れ
た
第
11
回
北

海
道
中
学
校
新
人
剣
道
大
会
に
お
い
て
、
栗
山

中
学
校
剣
道
部
が
見
事
準
優
勝
を
果
た
し
、
鈴

木
紀
元
教
育
長
へ
報
告
に
訪
れ
ま
し
た
。
こ
の

大
会
は
、
全
道
各
地
か
ら
1
年
生
と
2
年
生
で

構
成
さ
れ
た
48
チ
ー
ム
が
団
体
戦
で
競
い
合
う

新
人
戦
。
道
内
の
強
豪
チ
ー
ム
を
相
手
に
、
予

選
リ
ー
グ
、
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
を
次
々
と
勝

ち
上
が
り
準
優
勝
を
お
さ
め
ま
し
た
。
主
将
の

小
財
大
輝
さ
ん
は
「
チ
ー
ム
が
一
丸
と
な
っ
て

準
優
勝
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
指
導
を
し

て
い
た
だ
い
た
先
生
や
、
応
援
し
て
く
れ
た
保

護
者
の
お
か
げ
で
す
。
夏
の
中
体
連
で
は
優
勝

で
き
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
で
す
」
と
喜
び
と

新
た
な
決
意
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

1
月
14
日
か
ら
歌
志
内
か
も
い
岳
ス
キ
ー
場

で
行
わ
れ
た
北
海
道
中
学
校
ス
キ
ー
大
会
（
女

子
大
回
転
）
で
、
栗
山
中
3
年
生
の
小
野
寺
碧

衣
（
あ
お
い
）
さ
ん
が
、
1
1
2
人
の
選
手

が
ひ
し
め
き
あ
う
中
、
見
事
7
位
に
入
賞
し
2

月
7
日
か
ら
福
島
県
で
行
わ
れ
る
全
国
大
会
へ

の
出
場
切
符
を
手
に
し
ま
し
た
。
同
校
女
子
の

中
体
連
ス
キ
ー
全
国
大
会
出
場
は
初
と
な
る
快

挙
。
19
日
、
椿
原
紀
昭
町
長
の
も
と
へ
桐
越
浩

志
コ
ー
チ
と
報
告
に
訪
れ
た
小
野
寺
さ
ん
は

「
全
道
大
会
が
7
位
だ
っ
た
の
で
、
全
国
大
会

で
は
そ
れ
を
上
回
る
6
位
以
上
に
な
り
た
い
で

す
」
と
意
気
込
み
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
椿

原
町
長
は
「
け
が
を
し
な
い
で
、
頑
張
っ
て
良

い
成
績
を
残
し
て
ほ
し
い
」
と
激
励
し
ま
し
た
。

中
体
連
ス
キ
ー
で
全
国
へ

全
道
新
人
戦
で
準
優
勝

が 　
　
　
　

 

で
大
活
躍
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